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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エレベーターの乗場に設けられ、前記乗場にいる乗車待ち客の荷重を検出するための荷
重センサと、
　前記荷重センサによって検出された荷重を１人当たりの体重として設定された値で除す
ることによって、前記乗場にいる乗車待ち客の人数を特定する乗車待ち客判定部と、
　エレベーターのかごが前記乗場に停止する際に、前記乗車待ち客判定部によって特定さ
れた前記乗場の乗車待ち客数に基づいて、戸開閉速度及び戸開き時間を調整する戸開閉制
御部と、
を備え、
　前記戸開閉制御部は、前記乗車待ち客判定部によって特定された前記乗場の乗車待ち客
数が１人の場合に速度が最も速くなるように戸開閉速度を調整し、乗車待ち客数が１人よ
りも多い場合に乗車待ち客数が増えるにつれて速度が遅くなるように戸開閉速度を調整し
、乗車待ち客数が１人よりも少ない場合に乗車待ち客数が減るにつれて速度が遅くなるよ
うに戸開閉速度を調整するエレベーター装置。
【請求項２】
　前記戸開閉制御部は、前記乗車待ち客判定部によって特定された前記乗場の乗車待ち客
数が１人の場合に時間が最も短くなるように戸開き時間を調整し、乗車待ち客数が１人よ
りも多い場合に乗車待ち客数が増えるにつれて時間が長くなるように戸開き時間を調整し
、乗車待ち客数が１人よりも少ない場合に乗車待ち客数が減るにつれて時間が長くなるよ
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うに戸開き時間を調整する請求項１に記載のエレベーター装置。
【請求項３】
　前記乗場に設けられ、前記乗場にいる乗車待ち客を撮影するための第１カメラと、
　前記第１カメラによって撮影された画像の情報に基づいて、前記乗場にいる乗車待ち客
の種別を特定する画像解析部と、
を備え、
　前記戸開閉制御部は、エレベーターのかごが前記乗場に停止する際に、前記画像解析部
によって特定された前記乗場の乗車待ち客の種別も考慮して、戸開閉速度及び戸開き時間
を調整する請求項１又は請求項２に記載のエレベーター装置。
【請求項４】
　前記戸開閉制御部は、前記乗車待ち客判定部によって判定された乗車待ち客数に基づい
て、戸開閉速度及び戸開き時間を算出し、前記画像解析部によって特定された乗車待ち客
の種別に基づいて、前記算出した戸開閉速度及び戸開き時間を補正する請求項３に記載の
エレベーター装置。
【請求項５】
　前記かごに設けられ、前記かご内を撮影するための第２カメラと、
を備え、
　前記画像解析部は、前記第２カメラによって撮影された画像の情報に基づいて、前記か
ごへの乗降者の有無を判定し、
　前記戸開閉制御部は、前記乗場で戸全開中に、前記かごへの乗降者がいないことが前記
画像解析部によって判定されると、戸開き時間が経過する前であっても戸閉動作を開始さ
せる
請求項３に記載のエレベーター装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、エレベーター装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１及び２には、エレベーター装置に関する従来技術が開示されている。
　特許文献１に記載されたエレベーター装置では、エレベーターのかご内荷重に基づいて
、戸開き時間を決定している。特許文献２に記載されたエレベーター装置では、予測乗降
人数に基づいて、戸開き時間を決定している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平５－２０１６６８号公報
【特許文献２】特開２００９－２１５０４０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１及び２に記載されたエレベーター装置では、乗場でかごの到着を待っている
乗客（乗車待ち客）の人数に合わせて、戸開き時間を適切に調整することができなかった
。
【０００５】
　例えば、特許文献１に記載されたエレベーター装置では、乗場でかごの到着を待ってい
る乗客に対応することができない。また、特許文献２に記載されたエレベーター装置では
、カメラによって撮影された画像に基づいて乗車待ち客の人数を把握するため、通行人と
乗車待ち客との区別が付かず、乗車待ち客の人数を正確に把握することができなかった。
【０００６】
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　この発明は、上述のような課題を解決するためになされたもので、その目的は、乗場の
乗車待ち客の人数を正確に把握し、戸開閉速度及び戸開き時間を適切に調整することがで
きるエレベーター装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明に係るエレベーター装置は、エレベーターの乗場に設けられ、乗場にいる乗車
待ち客の荷重を検出するための荷重センサと、荷重センサによって検出された荷重を１人
当たりの体重として設定された値で除することによって、乗場にいる乗車待ち客の人数を
特定する乗車待ち客判定部と、エレベーターのかごが乗場に停止する際に、乗車待ち客判
定部によって特定された乗場の乗車待ち客数に基づいて、戸開閉速度及び戸開き時間を調
整する戸開閉制御部と、を備え、戸開閉制御部は、乗車待ち客判定部によって特定された
乗場の乗車待ち客数が１人の場合に速度が最も速くなるように戸開閉速度を調整し、乗車
待ち客数が１人よりも多い場合に乗車待ち客数が増えるにつれて速度が遅くなるように戸
開閉速度を調整し、乗車待ち客数が１人よりも少ない場合に乗車待ち客数が減るにつれて
速度が遅くなるように戸開閉速度を調整するものである。
【発明の効果】
【０００８】
　この発明に係るエレベーター装置であれば、乗場の乗車待ち客の人数を正確に把握し、
戸開閉速度及び戸開き時間を適切に調整することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】この発明の実施の形態１におけるエレベーター装置の要部を示す側面図である。
【図２】エレベーターの１階の乗場を正面から見た図である。
【図３】この発明の実施の形態１におけるエレベーター装置の動作を示すフローチャート
である。
【図４】この発明の実施の形態１におけるエレベーター装置の機能を説明するための図で
ある。
【図５】この発明の実施の形態２におけるエレベーター装置の要部を示す側面図である。
【図６】この発明の実施の形態２におけるエレベーター装置の動作を示すフローチャート
である。
【図７】この発明の実施の形態２におけるエレベーター装置の機能を説明するための図で
ある。
【図８】この発明の実施の形態３におけるエレベーター装置の要部を示す側面図である。
【図９】この発明の実施の形態３におけるエレベーター装置の動作を示すフローチャート
である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　添付の図面を参照して、本発明を詳細に説明する。各図において、同一又は相当する部
分には、同一の符号を付している。重複する説明については、適宜簡略化或いは省略して
いる。
【００１１】
実施の形態１．
　図１はこの発明の実施の形態１におけるエレベーター装置の要部を示す側面図である。
　図１において、１はエレベーターの昇降路、２はエレベーターの乗場である。乗場２は
、例えば、ビルの各階に備えられる。３はエレベーターのかごである。かご３は、昇降路
１内を昇降する。かご３及びつり合いおもり（図示せず）は、主ロープ４により、昇降路
１内で懸架される。
【００１２】
　昇降路１内或いはエレベーター専用の機械室に、巻上機（図示せず）が設けられる。主
ロープ４は、一部が、巻上機（の駆動綱車）に巻き掛けられる。巻上機（の駆動綱車）が
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回転すると、主ロープ４がその長手に移動する。かご３は、主ロープ４の移動方向に応じ
た方向に、昇降路１内を昇降する。つり合いおもりは、かご３とは逆方向に昇降路１内を
昇降する。
【００１３】
　エレベーターのかご３には、かご戸５、戸駆動装置６が備えられる。
　かご戸５は、かご出入口を開閉する。戸駆動装置６は、かご戸５を駆動するための装置
である。戸駆動装置６は、例えば、モータ等からなる。
【００１４】
　エレベーターの各乗場２に、乗場戸７、乗場三方枠８、荷重センサ９が備えられる。図
２はエレベーターの１階の乗場を正面から見た図である。図２は、１階の乗場２にかご３
が停止している状態を示している。他階の乗場２も、１階の乗場２と同様に構成される。
【００１５】
　乗場戸７は、乗場出入口を開閉する。乗場出入口は、乗場２の床面と乗場三方枠８とに
よって縁部が形成される。乗場２に、乗場戸７を駆動するための装置（モータ等）は備え
られていない。乗場戸７及びかご戸５には、乗場戸７をかご戸５の開閉動作に連動させる
ための装置（連動装置：図示せず）が設けられる。かご３が乗場２に停止している時に戸
駆動装置６が動作すると、戸駆動装置６の駆動力が、かご戸５、連動装置を介して、乗場
戸７に伝えられる。これにより、乗場戸７及びかご戸５は、一体的に開閉動作する。
【００１６】
　荷重センサ９は、乗場２でかご３の到着を待っている乗客（乗車待ち客）の荷重を検出
するためのものである。荷重センサ９は、乗場出入口近傍の乗場２の床に設けられる。荷
重センサ９は、乗客が乗場２でかご３の到着を待つ時に立つ領域に合わせて配置される。
荷重センサ９による荷重の検出値は、制御盤１０に送信される。
【００１７】
　制御盤１０は、エレベーターの運行を制御する。巻上機の制御は、制御盤１０によって
行われる。制御盤１０は、例えば、昇降路１のピット部に設けられる。制御盤１０を、昇
降路１の頂部やエレベーター専用の機械室に配置しても構わない。
【００１８】
　制御盤１０は、乗車待ち客判定部１１、戸開閉制御部１２を備える。
　乗車待ち客判定部１１は、乗場２にいる乗車待ち客の人数を判定する機能を有する。乗
車待ち客判定部１１は、荷重センサ９から受信する荷重検出値に基づいて、その荷重セン
サ９が設けられている乗場２の乗車待ち客数を特定する。
【００１９】
　戸開閉制御部１２は、戸開閉速度及び戸開き時間を調整する機能を有する。戸開閉制御
部１２は、乗車待ち客判定部１１によって判定された乗車待ち客数に基づいて、戸開閉速
度及び戸開き時間を決定する。戸開閉制御部１２は、かご３が乗場２に停止すると、上記
決定した戸開閉速度及び戸開き時間に基づいて、戸駆動装置６を適切に制御する。戸開き
時間とは、乗場２において、戸（かご戸５、及び、かご３が停止している乗場２の乗場戸
７）が全開してから戸閉動作が開始されるまでの時間のことである。
【００２０】
　次に、図３及び図４も参照し、上記構成を有するエレベーター装置の動作について具体
的に説明する。図３はこの発明の実施の形態１におけるエレベーター装置の動作を示すフ
ローチャートである。図４はこの発明の実施の形態１におけるエレベーター装置の機能を
説明するための図である。
【００２１】
　エレベーターの乗客は、例えば、１階の乗場２で上方向釦を押し、乗場呼びを登録する
。乗客は、乗場２において、乗場戸７の前でかご３の到着を待ち、荷重センサ９の上に立
つ。これにより、１階の乗場２に設けられた荷重センサ９により、乗客（乗車待ち客）の
荷重が検出される（Ｓ１０１）。
【００２２】
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　荷重センサ９による荷重検出値（検出結果）は、制御盤１０に送信される。乗車待ち客
判定部１１は、荷重センサ９によって検出された荷重に基づいて、乗車待ち客の人数を判
定する（Ｓ１０２）。例えば、乗車待ち客判定部１１は、１人当たりの体重を７０ｋｇと
して、荷重センサ９による荷重検出値を７０ｋｇで除し、（１階の）乗車待ち客の人数を
算出する。
【００２３】
　戸開閉制御部１２は、乗車待ち客判定部１１によって特定された（１階の）乗車待ち客
数に基づいて、（１階での）戸開閉速度及び戸開き時間を決定する（Ｓ１０３）。戸開閉
制御部１２は、上記決定した戸開閉速度及び戸開き時間を所定の記憶部（図示せず）に記
憶させる。
【００２４】
　例えば、戸開閉制御部１２は、図４に示すように、乗車待ち客判定部１１によって特定
された乗車待ち客数が１人の場合に、速度が最も速くなるように戸開閉速度を調整する。
戸開閉制御部１２は、乗車待ち客数が１人よりも多い場合、乗車待ち客数が増えるにつれ
て速度が遅くなるように、戸開閉速度を調整する。また、戸開閉制御部１２は、乗車待ち
客数が１人よりも少ない場合、乗車待ち客数が減るにつれて、速度が遅くなるように戸開
閉速度を調整する。
【００２５】
　同様に、戸開閉制御部１２は、図４に示すように、乗車待ち客判定部１１によって特定
された乗車待ち客数が１人の場合に、時間が最も短くなるように戸開き時間を調整する。
戸開閉制御部１２は、乗車待ち客数が１人よりも多い場合、乗車待ち客数が増えるにつれ
て時間が長くなるように、戸開き時間を調整する。また、戸開閉制御部１２は、乗車待ち
客数が１人よりも少ない場合、乗車待ち客数が減るにつれて、時間が長くなるように戸開
き時間を調整する。
【００２６】
　これにより、混雑している場合は、戸開閉速度を遅く、戸開き時間を長く設定すること
ができる。また、乗車待ち客数が１人よりも少ない場合は、乗車待ち客が老人や子供、女
性と判断して、戸開閉速度を遅く、戸開き時間を長く設定することができる。
【００２７】
　かご３が１階の乗場２に到着すると（Ｓ１０４）、戸開閉制御部１２は、戸駆動装置６
を制御し、Ｓ１０３で設定した戸開閉速度で戸開動作を行う（Ｓ１０５）。戸開閉制御部
１２は、戸が全開すると、Ｓ１０３で設定した戸開き時間、戸の全開状態を保持する（Ｓ
１０６）。戸開閉制御部１２は、戸が全開してから、Ｓ１０３で設定した戸開き時間が経
過すると、Ｓ１０３で設定した戸開閉速度で戸閉動作を行う（Ｓ１０７）。
【００２８】
　戸開閉制御部１２は、Ｓ１０７で戸を全閉させると、かご呼び或いは乗場呼びが登録さ
れているか否かを判定する（Ｓ１０８）。呼びが登録されている場合（Ｓ１０８のＹｅｓ
）、制御盤１０は、巻上機を制御し、呼びが登録されている階にかご３を走行させる（Ｓ
１０９）。例えば、１階からかご３に乗った乗客がかご３内で３階のかご呼びを登録する
と、制御盤１０は、かご３を３階に走行させる。
【００２９】
　制御盤１０は、Ｓ１０８において呼びが登録されている場合、呼びが登録されている階
の荷重センサ９から、荷重検出値を取得する（Ｓ１０９）。例えば、乗客がかご３内で３
階のかご呼びを登録すると、制御盤１０は、３階の乗場２に設けられた荷重センサ９から
、荷重検出値を取得する。
【００３０】
　呼びが登録されている階（上記例では、３階）にかご３が到着した後（Ｓ１１０）（或
いは、到着する前に）、乗車待ち客判定部１１は、（到着階（上記例では、３階）の）荷
重センサ９によって検出された荷重に基づいて、乗車待ち客の人数を判定する。戸開閉制
御部１２は、乗車待ち客判定部１１によって特定された（３階の）乗車待ち客数に基づい
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て、（３階での）戸開閉速度及び戸開き時間を算出する。
【００３１】
　戸開閉制御部１２は、出発階（上記例では、１階）における算出値（記憶部に記憶した
値）と、到着階（上記例では、３階）における算出値とを比較する（Ｓ１１１）。戸開閉
制御部１２は、上記比較結果に基づいて、到着階（上記例では、３階）における戸開閉速
度及び戸開き時間を決定する。
【００３２】
　例えば、到着階で算出された戸開閉速度が、出発階で算出された戸開閉速度より速い場
合、戸開閉制御部１２は、降車する乗客及び乗車する乗客が戸に接触することを防止する
ため、速度が遅い、出発階で算出された戸開閉速度を、到着階における戸開閉速度として
採用する（Ｓ１１２）。到着階で算出された戸開閉速度が、出発階で算出された戸開閉速
度より遅い場合、戸開閉制御部１２は、速度が遅い、到着階で算出された戸開閉速度を、
到着階における戸開閉速度として採用する（Ｓ１１３）。
【００３３】
　同様に、到着階で算出された戸開き時間が、出発階で算出された戸開き時間より短い場
合、戸開閉制御部１２は、降車する乗客及び乗車する乗客の移動時間を確保するため、時
間が長い、出発階で算出された戸開き時間を、到着階における戸開き時間として採用する
（Ｓ１１２）。到着階で算出された戸開き時間が、出発階で算出された戸開き時間より長
い場合、戸開閉制御部１２は、時間が長い、到着階で算出された戸開き時間を、到着階に
おける戸開き時間として採用する（Ｓ１１３）。
【００３４】
　かご３が３階に到着すると、戸開閉制御部１２は、戸駆動装置６を制御し、Ｓ１１２或
いはＳ１１３で設定した戸開閉速度で戸開動作を行う（Ｓ１１４）。戸開閉制御部１２は
、戸が全開すると、Ｓ１１２或いはＳ１１３で設定した戸開き時間、戸の全開状態を保持
する（Ｓ１１５）。戸開閉制御部１２は、戸が全開してから、Ｓ１１２或いはＳ１１３で
設定した戸開き時間が経過すると、Ｓ１１２或いはＳ１１３で設定した戸開閉速度で戸閉
動作を行う（Ｓ１１６）。
【００３５】
　上記構成を有するエレベーター装置であれば、乗場２の乗車待ち客の人数を正確に把握
し、戸開閉速度及び戸開き時間を適切に調整することができる。乗客がかご戸５や乗場戸
７にぶつかることはなく、乗客は、かご３への乗降を円滑に行うことができる。
【００３６】
実施の形態２．
　図５はこの発明の実施の形態２におけるエレベーター装置の要部を示す側面図である。
　本実施の形態におけるエレベーター装置には、各乗場２に、カメラ１３が備えられる。
カメラ１３は、乗場２の天井部分に設けられ、上方から乗場２を撮影する。乗場２にいる
乗車待ち客は、カメラ１３によって撮影される。カメラ１３によって撮影された画像の情
報は、制御盤１０に送信される。
【００３７】
　制御盤１０は、乗車待ち客判定部１１、戸開閉制御部１２の他に、画像解析部１４を備
える。画像解析部１４は、カメラ１３からの画像情報を解析する機能を有する。画像解析
部１４は、その解析結果から、乗場２にいる乗車待ち客の人数と、その種別とを特定する
。戸開閉制御部１２は、画像解析部１４によって特定された乗車待ち客数とその種別とに
基づいて、戸開閉速度及び戸開き時間を調整する。
　その他の構成は、実施の形態１で開示した構成と同じである。
【００３８】
　次に、図６及び図７も参照し、上記構成を有するエレベーター装置の動作について具体
的に説明する。図６はこの発明の実施の形態２におけるエレベーター装置の動作を示すフ
ローチャートである。図７はこの発明の実施の形態２におけるエレベーター装置の機能を
説明するための図である。
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【００３９】
　エレベーターの乗客は、例えば、１階の乗場２で上方向釦を押し、乗場呼びを登録する
。乗客は、乗場２において、乗場戸７の前でかご３の到着を待つ。この時、１階の乗場２
に設置されたカメラ１３により、乗客の姿が撮影される（Ｓ２０１）。
【００４０】
　カメラ１３によって撮影された画像の情報は、制御盤１０に送信される。画像解析部１
４は、カメラ１３によって撮影された画像の情報に基づいて、乗車待ち客の人数とその種
別とを判定する（Ｓ２０２）。画像解析部１４は、乗車待ち客の種別として、例えば、一
般の健常者か、子供か、老人か、ペット連れか、障がい者（例えば、車椅子利用者）か、
台車やカートを操作する人かを判別する。
【００４１】
　戸開閉制御部１２は、画像解析部１４によって特定された（１階の）乗車待ち客数とそ
の種別とに基づいて、（１階での）戸開閉速度及び戸開き時間を決定する（Ｓ２０３）。
戸開閉制御部１２は、上記決定した戸開閉速度及び戸開き時間を所定の記憶部（図示せず
）に記憶させる。
【００４２】
　例えば、戸開閉制御部１２は、図７に示すように、画像解析部１４によって特定された
乗車待ち客の種別が一般の健常者である場合に、速度が最も速くなるように戸開閉速度を
調整する。戸開閉制御部１２は、乗車待ち客の種別が老人や子供である場合、一般の健常
者である場合よりも速度が遅くなるように、戸開閉速度を調整する。戸開閉制御部１２は
、乗車待ち客の種別が障がい者やペット連れ、台車等を操作する人である場合、老人や子
供である場合よりも速度が更に遅くなるように、戸開閉速度を調整する。
【００４３】
　同様に、戸開閉制御部１２は、図７に示すように、画像解析部１４によって特定された
乗車待ち客の種別が一般の健常者である場合に、時間が最も短くなるように戸開き時間を
調整する。戸開閉制御部１２は、乗車待ち客の種別が老人や子供である場合、一般の健常
者である場合よりも時間が長くなるように、戸開き時間を調整する。戸開閉制御部１２は
、乗車待ち客の種別が障がい者やペット連れ、台車等を操作する人である場合、老人や子
供である場合よりも時間が更に長くなるように、戸開き時間を調整する。
【００４４】
　かご３が１階の乗場２に到着すると（Ｓ２０４）、戸開閉制御部１２は、戸駆動装置６
を制御し、Ｓ２０３で設定した戸開閉速度で戸開動作を行う（Ｓ２０５）。戸開閉制御部
１２は、戸が全開すると、Ｓ２０３で設定した戸開き時間、戸の全開状態を保持する（Ｓ
２０６）。戸開閉制御部１２は、戸が全開してから、Ｓ２０３で設定した戸開き時間が経
過すると、Ｓ２０３で設定した戸開閉速度で戸閉動作を行う（Ｓ２０７）。
【００４５】
　戸開閉制御部１２は、Ｓ２０７で戸を全閉させると、かご呼び或いは乗場呼びが登録さ
れているか否かを判定する（Ｓ２０８）。呼びが登録されている場合（Ｓ２０８のＹｅｓ
）、制御盤１０は、巻上機を制御し、呼びが登録されている階にかご３を走行させる（Ｓ
２０９）。例えば、１階からかご３に乗った乗客がかご３内で３階のかご呼びを登録する
と、制御盤１０は、かご３を３階に走行させる。
【００４６】
　制御盤１０は、Ｓ２０８において呼びが登録されている場合、呼びが登録されている階
のカメラ１３から、画像情報を取得する（Ｓ２０９）。例えば、乗客がかご３内で３階の
かご呼びを登録すると、制御盤１０は、３階の乗場２に設けられたカメラ１３から、画像
情報を取得する。
【００４７】
　呼びが登録されている階（上記例では、３階）にかご３が到着した後（Ｓ２１０）（或
いは、到着する前に）、画像解析部１４は、（到着階（上記例では、３階）の）カメラ１
３から受信した画像情報に基づいて、乗車待ち客の人数とその種別とを判定する。戸開閉
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制御部１２は、画像解析部１４によって特定された（３階の）乗車待ち客数とその種別と
に基づいて、（３階での）戸開閉速度及び戸開き時間を算出する。
【００４８】
　戸開閉制御部１２は、出発階（上記例では、１階）における算出値（記憶部に記憶した
値）と、到着階（上記例では、３階）における算出値とを比較する（Ｓ２１１）。戸開閉
制御部１２は、上記比較結果に基づいて、到着階（上記例では、３階）における戸開閉速
度及び戸開き時間を決定する。
【００４９】
　Ｓ２１１以下の処理は、図３のＳ１１１乃至Ｓ１１６に示す処理と同様である。
　かご３が３階に到着すると、戸開閉制御部１２は、戸駆動装置６を制御し、Ｓ２１２或
いはＳ２１３で設定した戸開閉速度で戸開動作を行う（Ｓ２１４）。戸開閉制御部１２は
、戸が全開すると、Ｓ２１２或いはＳ２１３で設定した戸開き時間、戸の全開状態を保持
する（Ｓ２１５）。戸開閉制御部１２は、戸が全開してから、Ｓ２１２或いはＳ２１３で
設定した戸開き時間が経過すると、Ｓ２１２或いはＳ２１３で設定した戸開閉速度で戸閉
動作を行う（Ｓ２１６）。
　その他の動作は、実施の形態１で開示した動作と同様である。
【００５０】
　また、カメラ１３及び画像解析部１４が備えられている場合、戸開閉制御部１２は、乗
車待ち客判定部１１及び画像解析部１４によって特定された乗車待ち客数とその種別とに
基づいて、戸開閉速度及び戸開き時間を調整しても良い。
【００５１】
　かかる場合、乗客が１階の乗場２で乗場呼びを登録すると、１階の乗場２に設けられた
荷重センサ９により、乗客（乗車待ち客）の荷重が検出される。荷重センサ９による荷重
検出値（検出結果）は、制御盤１０に送信される。乗車待ち客判定部１１は、荷重センサ
９によって検出された荷重に基づいて、乗車待ち客の人数を判定する。戸開閉制御部１２
は、乗車待ち客判定部１１によって特定された（１階の）乗車待ち客数に基づいて、例え
ば、図４に示すように、（１階での）戸開閉速度及び戸開き時間を算出する。
【００５２】
　また、１階の乗場２で乗場呼びを登録した乗客は、１階の乗場２に設置されたカメラ１
３により、その姿が撮影される。カメラ１３によって撮影された画像の情報は、制御盤１
０に送信される。画像解析部１４は、カメラ１３から受信した画像情報に基づいて、乗車
待ち客の種別（又は、種別毎の人数）を判定する。戸開閉制御部１２は、画像解析部１４
によって特定された（１階の）乗車待ち客の種別（又は、種別毎の人数）に基づいて、例
えば、図７に示すように、上記算出した（１階での）戸開閉速度及び戸開き時間を補正す
る。戸開閉制御部１２は、補正した後の値を（１階での）戸開閉速度及び戸開き時間とし
て決定し、記憶部に記憶させる。
【００５３】
　かかる構成を採用することにより、乗車待ち客判定部１１及び画像解析部１４の双方の
結果を考慮した、適切な設定が可能となる。
　なお、戸開閉制御部１２は、画像解析部１４によって特定された（１階の）乗車待ち客
の種別（又は、種別毎の人数）に基づいて、戸開閉速度及び戸開き時間を算出し、乗車待
ち客判定部１１によって特定された乗車待ち客数に基づいて、上記算出した戸開閉速度及
び戸開き時間を補正しても良い。
【００５４】
実施の形態３．
　図８はこの発明の実施の形態３におけるエレベーター装置の要部を示す側面図である。
　本実施の形態におけるエレベーター装置には、かご３にカメラ１５が備えられる。カメ
ラ１５は、かご３の内部を撮影する。このため、かご３内にいる乗客は、カメラ１５によ
って撮影される。カメラ１５によって撮影された画像の情報は、制御盤１０に送信される
。
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【００５５】
　カメラ１５からの画像情報は、制御盤１０において、画像解析部１４によって解析され
る。画像解析部１４は、カメラ１５からの画像情報に基づいて、乗場２からかご３に乗車
する乗客の有無とかご３から乗場２に降車する乗客の有無とを判定する。画像解析部１４
は、かご３への乗降者がいなければ、その旨（乗降者無し）の情報を戸開閉制御部１２に
出力する。
【００５６】
　次に、図９も参照し、上記構成を有するエレベーター装置の動作について具体的に説明
する。図９はこの発明の実施の形態３におけるエレベーター装置の動作を示すフローチャ
ートである。
【００５７】
　カメラ１５により、かご３内の状況が撮影される（Ｓ３０１）。かご３内にいる乗客は
、その姿がカメラ１５によって撮影される。カメラ１５によって撮影された画像の情報は
、制御盤１０に送信される。画像解析部１４は、カメラ１５から受信した画像情報に基づ
いて、かご３内にいる乗客の人数とその種別とを判定する（Ｓ３０２）。また、画像解析
部１４は、カメラ１５から受信した画像情報に基づいて、かご３への乗降者の有無を判定
する（Ｓ３０３）。
【００５８】
　Ｓ３０３において乗降者有りの判定がなされた場合、戸開閉制御部１２は、実施の形態
１又は２において開示した方法と同様の方法により、戸開閉制御を行う。即ち、戸開閉制
御部１２は、乗車待ち客判定部１１の判定結果や画像解析部１４の解析結果に基づいて、
戸開閉速度及び戸開き時間を決定する（Ｓ３０４）。かご３が乗場２に到着すると（Ｓ３
０５）、戸開閉制御部１２は、戸駆動装置６を制御し、Ｓ３０４で設定した戸開閉速度で
戸開動作を行う（Ｓ３０６）。戸開閉制御部１２は、戸が全開すると、Ｓ３０４で設定し
た戸開き時間、戸の全開状態を保持する（Ｓ３０７）。戸開閉制御部１２は、戸が全開し
てから、Ｓ３０４で設定した戸開き時間が経過すると、Ｓ３０４で設定した戸開閉速度で
戸閉動作を行う（Ｓ３０８）。
【００５９】
　Ｓ３０３において乗降者無しの判定がなされた場合、戸開閉制御部１２は、戸開閉速度
及び戸開き時間を所定の標準設定で行い、調整値を適用しない（Ｓ３０９）。即ち、かご
３が乗場２に到着すると（Ｓ３１０）、戸開閉制御部１２は、戸駆動装置６を制御し、標
準設定で戸開動作を行う（Ｓ３１１）。戸開閉制御部１２は、戸が全開すると、標準設定
で戸の全開状態を保持する（Ｓ３１１）。戸開閉制御部１２は、戸が全開してから所定の
時間が経過すると、標準設定で戸閉動作を行う（Ｓ３１２）。
【００６０】
　また、例えば、実施の形態１又は２において開示した方法によって戸開閉制御が行われ
ている時に、カメラ１５からの画像情報に基づいて乗降者無しが判定されると、戸開閉制
御部１２は、戸を全開させてから戸開き時間が経過する前であっても、標準設定の速度で
戸閉動作を開始する。
【００６１】
　本実施の形態で開示しなかった構成及び動作については、実施の形態１又は２で開示し
た構成及び動作と同様である。
【符号の説明】
【００６２】
　１　昇降路
　２　乗場
　３　かご
　４　主ロープ
　５　かご戸
　６　戸駆動装置
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　７　乗場戸
　８　乗場三方枠
　９　荷重センサ
　１０　制御盤
　１１　乗車待ち客判定部
　１２　戸開閉制御部
　１３、１５　カメラ
　１４　画像解析部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図９】
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